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梗 概

新Lくハン㌧マテーブノり仔の電子管用の衝撃試験機を製作し,その性能-′ン詳帥こ検討した｡

街嘩の加速度波形を測定し,測定条件の変化が結果に及ばす影響について詳細に調査し,また電子管形のピ

ックアップを川いて,供試管に加わる衝撃を直接測定することに成功Lた｡

この試験機封肌､て,実際の寺_E子管を 試聖 したデータの例をあげ,

最後に今後のl牒題点について見通しを述べた｡

】.緒

電子矧lワ亡の川

言

が次紬こ広くなるにつれて,それが班

川される環境条作も変化に苫んだものとなり,それに応

じていろいろな新Lい試験か必要となってきている｡電

子装腔の重要な構成要素の→つである電子管も,例外で

ほない｢､

その中でも_重要なものとして耐衝撃性の吊J題がある｡

耐術慣性のm題がクローズアップされた再魔の動機ほ,

ここ数年問に開発された高信願管と呼ばれる一群の受有

川享】て空管において,耐振性,耐糾撃性などの機械的性綻

が特に重要視されていることにあった｡しかし一般の真

空管といえども蕪両,船肌 航空機などに使用される真

空管がどんどん増加している情勢からいっても,また輸

出などで,長途にわたF)過惜な条件で輸送される例がふ

えている状況からいっても,耐衝 性ということが,品

質の上でしだいに大きな位置を占めるようになっている

のは明らかである｡

このときにあたりこのほどわれわれが製作した衝撃試

験機についてその性能の大略を報告し,さらに今後に残

された問題カについても若干の検討を加えようと思う｡

2.電子管用衝撃試験機の概要

2.1MIL規格との関係

衝撃試験には大きくわけて二つのゆき方かふる｡すな

わち一つは,被試験物に加えるべき術撃加速度の波形せ

ilて援規定してLまう方法であF),いま一つはそのような

方法の実際上の【朋任を認めて,試験機そのものを其休的

に詐帥こ規定することによって,間接｢伽こ印加衝撃せ規

定する方法である｡

現在,わが国で婁封1;されている高一.て煩管の鋭格は,ア

メリカの軍規櫓(以下ⅣHL規格とよぷ)をもとにLて

いる｡そしてMIL規格では,衝撃試験について後君の

方法を採川しているこ､われわれが灘竹Lた試験機もこの

MIL規楕に凍とづいたものであるし

MILの街塔 もとは艦艇が白艦

の艦砲射撃の際,あるいは至近弾の爆発などの際にうけ

る術撃の波形を,なるべくよく再現するよ

たものといわれ,軽荷

に
).｢ノ

され

高信顧管と一般管の比較をも行った｡
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第1国 電子管 用 衝 撃試験 機

ハンマ

(ケい寺上げうれたとこう) 短絡指示患

用(fly weight),中荷重用(1ightweight),

重荷車用(middle weight)の三種がある｡今度作ったのほ,このう

ち軽荷重川で,"NavyType,FlyWeight HighImpactMachine

for Electronic Devices"と呼ばれる形である｡しかし,現在でほ

*
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ショックテーブル オイルダン/†

第2図 衝 撃 試 験 実 施 状 況

海軍用に限らず,MILの電子管の衝撃試験はすべてこの試験機を

用いているようである｡

2.2 衝撃試験機の主要諸元

試験機はテーブル･ハンマ形といわれる形式で,衝突系としては

剛体一剛体に属する｡



電 子 管 用

第1表 電子管川衝撃試験機の主要諸元

寸

全 重

最大衝喋加速舷式=

ハンマ振子の長さ
ハ ン′･マ の 蔓:さ

衝撃テーブルの広さ

最大供試Jも重

衝 撃

衝 -†撃

動

波
崎

ll

形*

111】*

力

約1,100幅×1,600艮×2,200高(mm)

617kg

l,500g

610(mm)

40kg

380×460(mln)

約2nkg

ほぼ減衰止弦波

約0.5～0.6ms

兢HP電動機×1

*

3.2で述べる方法で測定した場合の値

全体図を第1図に,またその全景写真を第2図に示す｡モータの

動力でハンマがもち上げられ,あらかじめセットされた角度まで達

するとクラッチが解放されて自l-l-_l振子となり,テーブルを打つ｡最

初の街慣でハンマがはね返ったときにハンマの下部にラチェットが

山て,ハンマが_重ねて打撃を与えるのを防ぐ｡テーブルは倣鋼製,

衝突部分はニッケルクロムモリブデン鋼である｡

テーブルは衝撃を受けたのち,｣二下左右をコロでささえられて,

ある距離移動したところでオイルダンパの作用で停止し,しばらく

後カムのr【-;川でもとの位掛こ復帰する｡以上の操作が白動的に繰り

返される｡

この試験機の主要諸元を舞】表にホす｡

2.3 電子管の試験方法

舞1図の衝撃試験機で,実際の頁空管を試験するには,規定の取

付治其(リテーナと呼ぶ)を用いる｡ミニアチュア管用のリテーナ

の構造は弟3図に示すとおりで,取付方向を変えることによって,

衝撃印加の方向として供試管の主軸に平行な方向,あるいはそれと

直角な方向を ぶことができる｡

また第l図には,リテーナを2個取付けたところを示しているが

(一つはテーブルに直接水平に,ほかの一つはブラケットを使って垂

直に),実際には前者だけあれば第4図に示すすべての方向の衝撃

を加えることができるので,ブラットは通常はずしてしまっている

(弟2図の写真参照)｡通常の受信用真空管以外の管種については

MIL規定の取付治具はないようで,適宜くふうする必要がある｡

高信煩管では,あらかじめ規定された大きさの衝撃を第4図に示

すような,Ⅹ1,Ⅹ2,Yl,Y2の4方向に各5臥 計20回加える｡

衝撃の大きさは,通常ハンマ角度で指定される｡衝 を加えたため

に電極間の永久短絡や導通不良が生じてはならない｡また上記の衝

ここに島台う/個イ共試替を取付けることがで-きる

供≡式皆

試 験 機 に つ い て

第2表 衝撃試験条件の例

品 名

6J4WA

5654/6AK5W

6005/6AQ5W

5670WA

5751

5726/6AIノ5W

相当一般管

6J4

6AK5

6AQ5

2C51

(12AX7)

6AL5

規定ハソマ角度

1155

公称衝喋加速度

撃を加えたあとで,おもな特性を測定してあらかじめ定めた終止点

を割ってはならない｡なお衝撃試験中はヒータは定格電圧で点火し

ておく｡第2図で短絡指示器と記したのは,衝撃試験中に任意の電

極が短絡したときにただちに点灯指示する装置である｡したがって

供試管リテーナにはソケットが組込んであって各電極をリードで短

絡指示崇榊こつなぐとともにヒータ電圧を供給するようになってい

る疇〕この様子を弟3国に示してある｡参考のた捌こ,高信頼管数品

種について,規定の衝撃の大きさを舞2表に示す｡

3.衝撃加速度の測定方法および測定結果

3.1衝撃加速度の測定方法

電子管用衝撃試験機の衝撃加速度を測定するためには,小形,軽

量で周波数範臣1はミ十分広く,かつ大きい衝撃にも耐えられるような

ピックアップが必要である｡このためには通常,チタソ酸バリウム

磁器を利用したピックアップを用いる｡

加速度測定装正三の周波数特性のうち,低周波側は,増幅器自身の

周波数帯威が十分下方までのびていればピックアップの 電容量と

増幅器の入力インピーダンスとによって定まる｡しかし今回の測定

の場合には,周波数下限はむLろ増幅器白身の特性によって決めら

れている｡いずれにせよ後述のようにこの衝 験機では衝撃波形

の基本周波数は約1,000c/s付近にあるので,低周波側の特性はあ

まり重要ではない｡

問題は高周波側にある｡すなわち,動作原理からいって,ピック

アップの出力が加速度に比例するのは,共振周波数より十分低いと

ころに限られる｡たとえば,共振周波数の兢くらいの周波数で誤差

が10%に達する｡また6mm位のボルトでピックアップを締付ける

ものとすると,完全に締付けたつもりでも,ボルトのコンプライア

ンスと,ピックアップ自体の重さにより共振が起り,10グラムくら

いのピックアップでは,その周汲数は約
30kc 程度であるとい

う(1)｡したがって,増幅器の高域

周波数相生をいくらよくしても意

第3図 供

ブラケ､yト(垂直保持用)

取付用ネジ孔

(後方斜め上から見たところ)

試管(リテーナ)の 二取付状況
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短絡指示患へ

行くリード線

シヨ､､′クテーブル

嫌がない｡

また,実際に高い周波数ではそ

の変位がきわめて小さいので,通

常の供試描こはほとんど損傷を与

えることがないと考えられるので

5,000c′/s 度までの範囲を忠 ∈巨に

増幅すればよいといわれてい

る(1)｡そのために,増幅器回路に

第4図 衝撃を加える

4つの力■向
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第5図

叫
.
で

(∂ノち形ピックアップ

第6図

第3表

用 途

縦,衝燦

桝,術堆

フィルタを入れて 菌
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測定に使用したピックアップ

｢
-
箪
や

(β)動/わ〟殻製パJょけピックアップ

(7ピン三ニアテユア琶Ⅷ∴

測定に使川したピックアップ

ピ ック ア

使 川 範 州

1,000g捏度まで

1,000g まで

威を

庇わ
Ⅵ佳h

感Ⅷ

14mV/g

8mV/g

∴.

容 量

300pF

2,000pF

断するのが普通である｡

共振糊波数

約20kc程度(?)

約20kc

この実験では,第5,る図に示すような二種類のピックアップを

使った｡第d図(a)は接弟別により素十にマスを張りつけた簡申烏

構造のもので,日立製作所ノ鳩_1二場で試作したB2形と呼ぶもので

ある｡この形は6mmのボルトで適ミ■うな場所に囲足して使う｡軸方

向の衝撃に感ずる｡第6図(b)は7メリカGulton Mfg.Co.製の

A305という形で,7ピンのミニアチュア管の外形をしており,ピ

ン脚から出力を取り旧すようになっている(-′ A305はて1三榊と距狗な

衝の向方 るず感に

弟る図には,これらのピックアップの概略､J･法をホLた〔〕またそ

の主要諸元を弟3表に示す(⊃

測定に際しては,まずピックアップとれ列に較｣仁信号を加えてオ

シログラフの縦軸目盛をg里位で較正しておく｡こうすればピック

アップと増幅器をつなぐシールド線のゲ享品などの影響をも含めて,

直接の較正ができる(1)(第7図参照)｡また,増幅器の

タを入れて高城を 断するようにして二}ゴく｡

巾にフィル

3.2 加速度較正結果

後述するとおり観測される衝撃加速度はその測定方法により変る

ので,試験機の相亙比較をするような場f糾こほ,あらかじめ測定条

件を定めておかねばならないし′ 今1~｢りの実験でほ次のような方法で測

定を行った｡

評

ビックアップロ

へ
竃
一
上
｢
r
上
責
買

第43巻 第9号

雛7図 加速度測定い-1路のブロックダイヤグラム

雛81ズlピックアップ取付川治其

＼

＼

仰
Z ♂ ♂ β/♂〝 ご イ ∂1♂/卯〝

何 波 数 (仁万)

第9岡 標準として採川したフィルタの鮎作

(1)ピックアップの収付け方

策8図に示すような構造のピックアップ取付け治共を製作L,

供試管リテーナの代りにショックテーブルに取付けた｡

(2)使用ピックアップ

B2形を使用した｡

(3)増価器の周汲数特性

フィルタ回路を組みこみ,第9図のような周汲数特性をもたせ

た｡ピックアップを取付けた状況を第10図にホす｡

以上の条件で,衝撃彼形を実際に観測した｡

衝撃第一波のせん頭値αをハンマ和宣クをいろいろに変えて測定
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リ【ド保護のた飢ビニル
テー70左巻付けたとこう

ピック7ッ70
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(ピックアップを収付けた状況〕

第10図 衝 撃 加 速 度 の 測 定

+++∴l遮断周j度数J〟C /

♂ ノり ∠♂ ｡材 ▲財

ハ ンマ角ノ妻(度)

第11図/､ソマn度と酌彗り11速度のl甘係

した結果を舞11図に示す._.1叶でわかるように,術撃偵ほほばハン

ー＼′伽動こ比例Lておi),

√と(g)≒15×β(度)……………………………………(1)

の関係が成iウニしている.これはMILの衝撃試験機についてアメリ

カで出されている報n(2)の記伐とよく一致する.‥二.なお理論的にほ衝

撃の加速度ほハンマの落下高さのilリノ掛こ比例するので,(2)式の

ような関係が成､■′二十るわけでぁる.二ただしゑは比例常数である.-,

ゐ･-/l- COS｢/
..(2)

〃が比較的小さい相川では,(:う)式の近似式か成1一たする二､たとえ

ば,〃が60度でその誤昔吊粟5%にすぎず,〟が90度でも約10%

であるし-ごLたがって,舞1†図のよ･うにほ主軸′‡二線関係訂凋㍑二するこ

とは十分や想さj~しるとこノ1でぁるノ

また〃=10L二∴および〃=4･0こ にふける衝撃波形の例を弟12図に

ホす.同国の下の波形は,‖引Ⅲ榊川の1,000じSl仁法被~~･さぁる､つ こ

れでわかるように,術撃披形の基木川披数ほ約900c s拙要であり,

衝撃‖抑り(加速度が揖人になるまでの時l川)は約0.5＼0.6ms程度

でふることカ､;わかる､

さき一に述べたアノリ~恒/)報Tl子-2月によ右上L
ご伐木刊川吊皮数=

70U､

1,2()Oc■sで,衝撃帖JⅢは0.6､-0.8nlSとされてふり,われわれの柑

た結果はこれによ`て一敦Lている_.すなわ~㍉ ~本試験機ほⅣ=Lで

定めた衡牒詔灘瀾と同′甘であるということがてきる.-,な斗∴ アメリ

カ製晶･し験機の衝撃波形の一例を舞13図に′Jこす

つ い て 1157

(a〕ハンマ角度10度

(b)/､ソて抑立40度

し遮断周波数5kc,時l洲仙hT三弦波は1,OOOc/s,B2形ビックアップ使]1])

第121賀1衝撃加速度 の波形

_膏:長一.こ表芸~≒--…-≡--…≦′_き≡J……攣∵折襟~≡≡一三アー.-_…~≡~r~~

(ハソマ何度20度 遮断周波数5kc)

第13図 米国製衝撃武験機の衝撃波形の一例(2)

術･撃破形の一再現性は非櫛こよく,かなり細かいところまで忠実に

=r■f現-〕-る｡その例を第】4図に′Jミすいこれはハソマ角度30度におい

て繰り返し衝撃を加えたときの波形であるし.そのほかの条件は第12

図と同じである｡

なお,/､ンて狗吐か30度程度以｣二になると,むしろ第2披以後に

加速度の最大値が祝われる頓向がみられた｡これはピックアップの

射､J一け方,そのはかにm題があると思われ,なお検討を要する｡

また衝撃波形をみると数サイクル経過するとかなり振幅も減衰し

ているが,さらに長い時間にわたってどんな経過をたどるかを示し

たのが第15図である｡十 nlSたつとかなり減衰するが,その後

ふたたびやや大きな不規則な波形が現われている｡この時閃はハソ

てとショ､ソクテーブルが接触している時いjとほぼ一 するものとみ

られ Lたがってテーブルが実際に励き始めたために不祝則な波形

が′巨じたものと一重ど､われる､｡これにはテーブルの保持機構が僕係して

いると推定される､二.

3.3 増幅器の周波数特性の効果

さきに述べたように,衝撃加速度の波形を測定する際に増幅器の

周波数相生をどう迷ぶかはかなり重要である｡高域の限界はピック
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(b)第 2 回

(ハソマ角度30虔ほかは第12図と同じ)

第14図 衝撃波形の再現性の一例

(a)ハンマ角度10普 フィルタなし

(e)ハンマ角度40度 フィルタなし

〔
竃
)
哲
言
〓
長
竿

(b)ハンマ角度10底力≒7kc

(f〕

第17図
ノ､ソて角度40圧力≒7kc

第43巻 第9号

(ハンマ角度20度 そのはかは第12図と同じ 時間軸目盛正弦波ほ1,000c′′s)

第15図 比較的長時間にわたる衝撃波形の経過

】

J
l

l

L
l

l

丘=耽J 】
】

′三∠〟ど

フィルタた

｣
よし

＼
侶ふ

＼
＼

】

＼ ＼

♂ β/ ∠ ダ ♂ β
〟

∠ ♂ ♂』/甜 ～

第16図 実験に使用した各種のフィルタの特性

(c)ハンマ何度10度夫妻5kc

(g)ノ､ンマ角度40.空∴ん≠5kc

増幅器の周波数特性が観測波形におよほす効果

アップの共振周波数で決ってしまうのであるが,そのような高い用

波数成分は破壊力が小さいから実 上あまり意味がないという理由

で,適当な低域折渡器を用いるのが普通である｡

この炉披器の特性をどう選ぶかによって,みかけ上得られる波形

に変化を生ずるのは当然である｡

参考のた捌こ,増幅器の周波数特性によって観測波形が変化する

様子を調べてみた｡

使用したフィルタは3.2節で用いたフィルタ(第9図)のほかに

弟】6図に示す2種類を追加した(すなわち2kcおよび7kり｡ハ

ンマ角度10度およぴ40度の2点を選び,周波数特性に応じて波形

の変る様子を弟け図に示す｡これでわかるように,ハンマ用度が

小さいうちは周波数特性の影響は一見目立たないが,加速度が大き

くなるほど 波成分がふえるので,周波数特性の影響がはっきり

してくる｡

さらにはっきりさせるために,第一波のせん頭備を衝撃の大きさ

としてハンマ角度対加速度の関孫を周波数特性をパラメータとして
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第18図 ハンマ何度一衝撃加速度の関係に
およばす周波数特性の影響
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に つ い て 1159

′､にめで7､ると弟18図〟)ようになる､､さきに弟11図および(1㍉-し
こ∴′J~こし･た15という比例棟数は,丹.に一･ノ_甘瀦凍牒に寸ぎゾ.■〔いことノーリ､こ

.】二くJっかる｡
3.4 ピックアップ取付位置の影響

衝撃む受ける物体がン'己仝な剛休であれば,ビ､ソクアップむとこに

.1巨付けても得られる淑形は同･になるはずであるが,実際にはそ〝)

.Lうなことは当!めない∴軋淵.ハと同じ形のピックアップを直接肘､｣-
けれは問題がないが,一般にはそれは不~叶能である｡したがって,

ピックアップの肘､｣■け位躍というのもー--･/-)の約束一炸ということに■な

肘･J･妙叶の景子禦がよくわかく)ように,リテーナ垂l汀恥=■川のノラ

ナットのネジ孔を利川Lてい/■Jいろな場所に月川■けて克た｡

ブラケットのおよその形状と､卜扶な弟】9国王･こホす｡同聞直A,

H,(二の3箇所にビックア､ソナを肘､j■けて衝

弟20図でふる｡なお,ブラケットは

したのか

鋼の--イ本構造である｡

(αノ職付状況

(βノ概略の形状･寸法

(ご〕見 頃 匝

第19I¥lリテ←ナ垂lた作浅川~1ブラケット

L

a〕取付位置A ハソて角度7度 (b)二晩付位置B ハソて角度30度

｢c)二取〃~位置C ノ､ソて角度30度
(正弦波は1,000c′/s)

第20図 ピックアップ月受付位置と衝撃波形の関係

(a)ハンマ角度10度

(_b)ノ､ソマ角度40度

第21j¥1電十管形ピックアップによる観測波形

衝撃の人きさほもちろん,基本周波数まですっかり様/一が変って

しまうことがわかるし-.特に取付位置Aの場合には,ハンマ角度わず

か7度で700gにも達している｡これらはいずれも5kcのフィル

タを使用した｡

このように,締付けにいくら注意しても衝撃汲形はまったく変っ

てLまう｡試料を取付けるための治具にもー卜分注意を払う必要があ

ることがわかる｡たとえば,不用意なアングル細工などを使うのは

危険である｡

3.5 電子管形ピックアップの使用結果

前節のピックアップの取付位障の影響の･-･･･,-･つと考えてもよいれ

Gulton 社製の電/･管形のピックアップな使って, 際の供試貞空

管の受ける衝撃をI射妾に測㍊Lでんた｡フイ/しタには 5kcのもの

を川いた｡

結果を弟2】図に示すし､弟12図と比べるとわかるように,高調

披成分が沸偶に大きくな予ている｡Lかし･応弟12図iこホしたエ

うな基木岐成分も認めド)れるし_Jこの高調波ほ各所の締仙ナの問題な

どによるものであ7)う

なお,この状態でも波形の再現性は非常によいが締付けをいった

んゆるめて再セットすれは 多少廊批･う､いところが変わるのほやむを

えないことと思われる.

4.電子管に衝撃試験を行った実例

頼管では,製造ロットごとに規定の条件で衝撃試
､.ヽ

行を

ロットの合否を判定している｡この試験は破壊試験であるから,抜

取り検査を行う｡なお,通常のミニアチュ7形受信管では直径19～

22mmゥ与,全長45～80mmであり,重量は6/-･-15g程度の範囲内に

ある｡弟4表に高官細管の衝撃試験の例を示す｡

これは主要特性が衝 試験の前後でどのように変るかを示したヰ)

のである｡これをみると,案外電子管がじょうぶなのに

いであろう｡これは一つにはこの試験機では衝

ことも原因しているものと思われる｡

く人も多

時間が比較的短い
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第4表 菌 信板管の衝撃試験の例

6J4WAの例しハンマ角度30度公称衝撃加速度450gう

No.

陽 極 電

1mA)

l川 l

13.6

12.4

13.8

13.2

1:- -･

13.4

13.8

13.2

13.8

13.2

後

13.4

12.7

14.0

17.2

12.6

13.8

14.3

13.S

13.5

相互コソダククノス
･､JJび)

川1

12,300

9,900

10,700

10,700

11.100

9,900

グリッド逆電流
＼

12,200! 0.り

10,100

11,000

11,200

10,800

10,200

10,700ill,000

1(J,1()0

11,300

13.1) L11,700

1仇400

11,100

0.0

0.()

0.0

0.0

0.0

0.O

l).0

0.0

後

0.0

().0

1).1J

O.0

〇
.
〇
.

ハU

爪じ

爪U

11,4001 0.0 0.0

5670WAの例(ハソマ角度42度 公称600g-

N〔〉.

り】

4

5

振 動 川_プJ

(ノ電極ガタ_･
(′mvac･

(U

ハリ

3

2

ハU

ハU

10

流l相互コンダクタンス
｢/`U､-

9.2 8.6
8.2 7.4

638
8
.

■･⊥6､
㌧
｢

3
ハ
リ

8
8
.

l川

6,050

5,90(J

6,150

6,000

5,850

6,100

5,800

5,600

5,100

5,800

過上の実績によると,

後

5,800

5,400

6,0()n

5,950

5,850

5,700

5,550

5,550

5,100

5,800

ト八軌軌

グリソト逝電流

(1(!A~)

0.00 0.02

0.00 0.02

0.00 0.02

0.00 0.02

0.00 0.01

0.00 0.01

0.00 0.00

0.00 0.01

ヽノ〃>良不ので

振 動 Ⅲ 力

(一屯極ガター
(`mVac＼:

肌 後

10 3り

1t)

発生はきわめて

1り

その内容は破損,電極間短絡などである｡破損というのは,真空管

の不良というよりむし/)リテ【ナへの締付け不良によるものと思わ

れる∵.

次に電イ管かどの程度の衝撃に耐えられるか~長∴ 高官碩管と 一般

管で比較した結果を紹介しておく

試験に供したのほ12AT7およびその高信板管12AT7WA,

12AX7および類似の高信頼管5751である｡各品押それぞれ15本

をとり,それを5本づつの3グ′L一プにわけたノ

第1グ′し-プは,ハンて殉度33度(､公称 500g)

第2グルーフほ,ハンマ角度50度(公称 750g)

弟3グ′し-フほ,ハンマ角度66度(公称1,000g)

-･:■,おのおの4ノブ向10いjげ/~J,計4りl‖1の衝撃を加えた._J絶対不良

の発生状況を弟5表にホす.Jまた最極変形をホすよいトl安になる増

幅率に/)いて.試験後の伯を,初期規格標準伯な1()nとして/∴==セン

トで′示すと弟22図のようになる

/､ンマ杓度か増すに/~)れて-､′イかノ〕樺托も見仁｣Lるようになるこ

こjげ)のデーータからんると,--一一般の′受信管では衡撃に耐える限度ほ

杓40n､500g程度でぁり,高信頼管では倍の約1,000針程度にま∵

耐えられるようである-∴ただしこれほ衝撃時間が約0.5～0.6ms程度

の場合のデータであって,

コあろうから注意を要する⊃

以上述べたように,衝 試験は多分に不確定な要素を含む.試験で

あるので,これが実施にあたってほいろいろな点に十分注意を払う

必要がある｡ 供まのな要垂に

ノ
＼
､

と 治持保｣‖
具を含めて全体がなる

ベく剛体とし動作するよう注意することで,これを怠ると予期せざ

る衝撃が供 品に加わるおそれがある⊂､とくに供試晶が大形になり
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第22図 高信椀管と-･般管の比較試験(2)

試験後の増幅率

第5去 高信蚊管と一般管の比較試験(l)

絶対不良の発生状況

･
･

･■

巧度

12AT7

12AT7WA

1ZAX7 )
ドれソ切

り′､卜けト

コリ
カ

ッ

タ
タ

｢ド.化ト

ヒ【タカソードタッチ,
グリッド,カソードタッ

チ,プレートリード切れ

1~_仁~主要ヨ

衝撃加速度が大きくなるにつれて,このことほ重要である｡.

衝撃試験とは,供試品の耐衝撃性を知るために行うのであるから

実際に輸送中,使用中に製品が受ける衝撃をよく調査の上,それと

等価な衝撃な加えるようにするのが理想的であるが,それは非常iこ

困難なことである｡やむを得ず試験機を詳細に規定して,結果とL

て得られる波形をそのまま利用しているというのが現状である

電/･管ほさいわい′J､形であり,衝 は全体に比較的均一にかかる

場合か多いと考えてよいので,電了▲管形のビックアップなどの活用

とあいまノ′,て,衝撃試験の方法の改良を目指したいと思う..

る.結 言

MIIノノしの電r･管用術撃試験機漠灘附し,ほほ所期の性能ヂrうるこ

と力､こできた｡

終りにのぞみ,二の突験にいろいノ)とご指導ないたたいた防衛け

技術研究本部部品研究#の方々,本試験機の製作に協力された伊藤

精機株式会社の関係各位,衝撃測定用ピックアップにつき多大のこ

配慮机､たけ､､たnll巧封1一所1り家1二場検査部林氏に厚くお礼申上げ

る.二,
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